
 
 

令和８年 10 月 19 日 
国土交通省関東地方整備局 

港湾空港部 
 

横浜港においてＣＯＮＰＡＳ®を活用したＤＸを推進します！ 
～ＢＣ２ゲートで予約確認と保安確認がワンタッチで可能に～ 

 

 令和８年 10 月 26 日（月）から、本牧ふ頭ＢＣコンテナターミナル（ＢＣ２ゲート）におい

て、ＣＯＮＰＡＳ®予約確認と保安「３点確認」が、Ｐ Ｓカードのワンタッチで同時に行える

ようになります。 

関東地方整備局では、京浜港の国際競争力の強化のため、コンテナターミナルのゲート
前混雑の解消やコンテナトレーラーのターミナル滞在時間の短縮を目的としたシステムで
ある「ＣＯＮＰＡＳ®」の導入を進めています。令和８年７月 13 日（月）からは、横浜港
本牧ふ頭ＢＣコンテナターミナル（ＢＣ２ゲート）において、ＣＯＮＰＡＳ®「原則予約」
による常時運用を開始しました。 

今般、ＣＯＮＰＡＳ®を活用したゲート前手続のさらなるデジタル化・効率化を図るため、
同ゲートにおけるＣＯＮＰＡＳ®の予約確認方法を変更します。 

これまで、ＣＯＮＰＡＳ®予約車両がコンテナターミナルへ入場する際には、Ｐ Ｓカード
を用いて、ＣＯＮＰＡＳ®係員による予約確認と、保安確認設備による埠頭保安規程上の「３
点（本人･所属･目的）確認」とを、それぞれ実施していました。 

令和８年 10 月 26 日（月）からは、Ｐ Ｓカードを保安確認設備にワンタッチすることで、
ＣＯＮＰＡＳ®予約確認と保安の「３点確認」を同時に行えるようになります。 

これまで係員が行っていた予約確認作業をデジタル化することでゲート前手続の迅速化
を図り、コンテナ物流のさらなる効率化･円滑化を推進します。 
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予約確認の方法が変わります
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横浜港本牧ふ頭 ＢＣ２ゲートにおける



お問合せ先

動線図

適正な予約環境の確保にご協力ください
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○ 「CONPAS ® ※1」は、コンテナターミナルのゲート前混雑の解消やコンテナトレーラーのターミナル滞在時間の短縮を
図ることで、コンテナ物流の効率化及び生産性向上の実現を目的としたシステム。

○ ゲート前混雑が深刻化する中、情報通信技術の活用により、ゲート手続やヤード内荷役作業の効率化を実現するた
め、横浜港・東京港において、試験運用を実施している。

○ 横浜港では、南本牧（2021.3）、本牧BC2 （2026.7※2）にて「常時運用」を開始。

○ 東京港では、大井1・2号（2025.8）、大井3・4号（2026.1）、大井6・7号（2026.3）にて「常時運用」を開始。

情報通信技術の活用によるコンテナ搬出入処理能力の向上

※1 CONPAS ®：Container Fast Pass の略
※2 原則予約
※3 搬入トレーラーの14％が CONPAS ®で予約を行った場合
※4 TOS：Terminal Operation System の略

PSカード

ゲート前 ゲート ヤード臨港道路

①搬出入予約 ②PSカード活用

入場受付に係る時間を

約2割削減（搬出）

③搬入情報の事前照合 ④車両接近情報・予
約情報の活用

15分程度の荷繰り
準備時間を確保

INゲート処理時間を

約6割削減（推計値）

搬出入予約制度を導入し、
特定の時間帯に集中して
到着するコンテナ搬出入ト
レーラーを分散・平準化

搬出入票の提示等を省略し、
PSカードのタッチのみで入場
受付を実施

搬入手続（搬入情報と
TOS※4情報の照合）をコン
テナがゲートに到着する前
に実施

車両接近情報を検知、事
前にコンテナを取り出しや
すい位置に移動

【試験運用結果】
ターミナルに車両
接近情報を送信

搬入トレーラーのゲート前

総待機時間を約1割削減
※3
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「ＣＯＮＰＡＳ® 」概要
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